
2004年3月 慶應義塾大学医学部医学科卒業
2006年4月 慶應義塾大学皮膚科専修医（同医局入局）
2007年4月 慶應義塾大学大学院医学研究科
　　　　　 （内科系皮膚科学）
2011年4月 慶應義塾大学総合医科学研究センター
　　　　　 特任助教（皮膚科学）
2011年7月 日本予防医学協会リサーチレジデント
　　　　　 慶應義塾大学医学部 訪問研究員（皮膚科学）
2013年4月 慶應義塾大学皮膚科 助教
2013年7月 東京電力病院皮膚科 副科長

アトピー性皮膚炎（AD）は、紅斑、浸潤、掻破痕、苔癬化、痒疹様病変など多彩な皮疹表現型を呈し、かゆみ
の程度や治療反応性も患者ごとに異なる。近年、皮膚組織トランスクリプトーム解析を含む分子病態解析や
分子標的治療の進歩により、Type 2炎症を中心とした従来の理解を超えた病態多様性が明らかとなり、治療
選択肢も拡大している。一方、多彩な皮疹を単なる重症度差ではなく、患者ごと、部位ごとの局所病態を反映
するサインとして捉える視点が重要である。また、かゆみ・掻破は症状や結果にとどまらず、バリア障害、炎
症、創傷反応を増幅し、病態を修飾する要素でもある。本講演では、実臨床データに基づく検討を踏まえ、皮
疹表現型とかゆみ・掻破を入口としてADの病態多様性と疾病負荷を再考し、部位や皮疹性状に応じた外用治
療、Type 2炎症を標的とした治療やIL-31経路への介入を含めた治療戦略について考察する。

ご略歴

講 演

1
皮疹表現型と掻破から考える
アトピー性皮膚炎病態の多様性
- 疾病負荷を踏まえた治療戦略 -

石氏 陽三 先生座 長 東京慈恵会医科大学 皮膚科学講座 講師

川崎 洋 先生演 者 慶應義塾大学医学部 皮膚科 専任講師

講 演

2
かゆみ・掻破を見逃さないアトピー性皮膚炎診療
～外用療法の評価から全身療法まで～
座 長 江藤 隆史 先生 日本臨床皮膚科医会 会長/あたご皮フ科 副院長

演 者 大塚 篤司 先生 近畿大学医学部 皮膚科学教室 主任教授

第90回日本皮膚科学会東京支部学術大会
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ハイブリッド形式（現地+WEB配信）

2026年11月15日日
8:00～9:00
第3会場会 場

皮疹表現型から
“見えない病態・疾病負荷”を読み解く
アトピー性皮膚炎の治療戦略

〒160-8330 東京都新宿区西新宿2-2-1

京王プラザホテル 5F 
コンコードボールルームB

2003年3月   信州大学医学部卒業
2003年4月   京都大学皮膚科にて研修
2004年　     島根県立中央病院皮膚科
2006年　　  京都大学大学院医学研究科博士課程　
2010年4月   京都大学医学部 次世代免疫制御を目指す
　　　　　   創薬医学融合拠点（AKプロジェクト） 特定研究員
2011年 　   学術振興会特別研究員（PD）
2012年10月 チューリッヒ大学病院皮膚科 客員研究員
2014年10月 京都大学医学部皮膚科 助教

アトピー性皮膚炎（AD）診療では、ステロイド外用薬を中心とした外用療法が治療の基本となる一方、効果判定
の具体的な時点や治療見直しの判断には実臨床上の課題が残る。GA²LEN ADCAREの国際eDelphiでは、
TCS治療の反応性／反応不十分の定義が検討され、治療開始後2週での短期評価、その後1カ月での長期評
価という流れが示されている。評価にあたっては、皮疹の改善だけでなく、かゆみ・掻破・睡眠障害などの患者
負担を含めて捉えることが重要であり、掻破痕、苔癬化、痒疹様病変、butterfly signなどは、かゆみ・掻破の持
続を示す臨床所見となり得る。本講演では、皮疹からかゆみを読み解く視点を踏まえ、外用療法の継続・見直
し、さらに全身療法を含む治療強化をどのように考えるか、実臨床での判断ポイントを概説する。

ご略歴

共催：第90回日本皮膚科学会東京支部学術大会／

日 時

講 演

1
皮疹表現型と掻破から考える
アトピー性皮膚炎病態の多様性
- 疾病負荷を踏まえた治療戦略 -

川崎 洋 先生演 者 慶應義塾大学医学部 皮膚科 専任講師

講 演

2
かゆみ・掻破を見逃さないアトピー性皮膚炎診療
～外用療法の評価から全身療法まで～
演 者 大塚 篤司 先生 近畿大学医学部 皮膚科学教室 主任教授

2014年4月 北里大学北里研究所病院皮膚科 医員
2015年3月 慶應義塾大学医学部コーセースキンケア・　
　　　　    アレルギー予防医学寄附講座 特任助教
2016年7月 理化学研究所 科技ハブ産連本部 医科学　
　　　　    イノベーションハブ推進プログラム 上級研究員
2021年4月 理化学研究所 生命医科学研究センター
　　　　　 免疫器官形成研究チーム
　　　　　 （皮膚恒常性研究チームを兼務） 上級研究員
2025年4月 慶應義塾大学医学部皮膚科 専任講師

2015年9月   京都大学医学部附属病院
　　　　　   メラノーマユニット ユニットリーダー
2015年12月 京都大学医学部皮膚科 院内講師
2017年4月   京都大学医学部 外胚葉性疾患創薬
　　　　　   医学講座（皮膚科兼任）特定准教授
2021月4月   近畿大学医学部皮膚科学教室 主任教授
2024年4月   近畿大学病院 スキンサージェリーセンター 
　　　　　　  センター長

●本セミナー・ご講演に関するお願い
本セミナー・講演中の録音、録画、カメラ撮影、スクリーン
ショットはご遠慮ください。また、不正に撮影された写真等を
インターネット（X（旧Twitter）等）にアップロードすることも
禁止させていただきます。ご理解、ご協力の程、よろしくお願い
申し上げます。 

第90回日本皮膚科学会東京支部学術大会は、ハイブリッド形式
（会場とLIVE配信）で開催されます。WEBでの参加方法に関しまし
ては、下記サイトよりご確認ください。

https://jdatokyo90.jda-conv.jp/
検  索第90回日本皮膚科学会東京支部学術大会




